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はじめに

対象とする溶接部の溶け込み評価に関してこれまでに
紹介した手法 1）2）は，定めた探傷位置から得られる反
射エコーの高さと未溶着部の寸法の関係から溶け込み量
を推定する方法で，評価精度に係る探傷条件について模
索検討を行ってきました。合理化トラフや海外工事を視
野に入れた板厚 8mmのトラフリブでは，寸法推定精度
に対して有意となる探傷位置を探触子が溶接ビードと干
渉しない範囲から選定でき十分な精度が得られていま
す。一方，トラフリブが板厚 6mmの場合，板厚の関係
で前述の探傷位置が溶接ビードに極めて近接するため最
適入射点位置が確保できず，良好な探傷を行うことが難
しくなることもわかりました。これらの点から，トラフ
リブの板厚に 6mmと 8mmが採用される現状において，
いずれの板厚についても溶け込み量評価が可能となる新
たな取り組みが必要となります。
本紹介は，トラフリブの板厚に関わらず溶け込み量の
評価が可能となる新たな手法として，SV波の高屈折角
探触子をもちいた端部エコー法を紹介します。

高屈折角探触子をもちいた端部エコー法の概要

溶け込み確認の探傷は SH波，クリーピング波などを
もちいた探傷法 3）が報告されています。しかし，安定
的にきずからの反射エコーを得ること，あるいは評価す
べきエコーの識別に関して難しさをともなうためか現場
的に広範に適用された報告は少ないようです。検討中の
新たな手法は，溶接部の内部きずの判定として一般的に
もちいられている SV波をトラフリブの溶け込み評価に
利用するもので現場的にも扱いやすい探傷法となること
が期待されます。図に本探傷法のイメ−ジと概要を示し
ます。探傷手順は概ね以下のようになります。
①�トラフリブとデッキプレート縦方向溶接部のデッキ

プレート側直近に高屈折角探触子を配置して探傷を
行う。
②�前面溶接部の存在により回折した一部の超音波エ
コーが未溶着部前端とトラフリブ裏面から反射エ
コーとして観察される。
③�得られた両反射エコーのビーム路程差から溶け込み
量を推定する。

検討方法

新たな方法に対する有効性の検証のため高屈折角探触
子（屈折角約 80°）を試作し，人工きず試験体をもちい
た評価を実施しました。検討にもちいた標準試験片およ
びトラフリブの断面状態を模擬した試験片を図に示しま
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す。標準試験片は，きず部位が探傷面と同一となる位置
にφ 3の横孔を設け，回折波が生じるようにすみ肉ビー
ドを模した形状に加工しています。実溶接部を模擬した
試験片の未溶着部寸法として 1mm，3mm，5mmの 3種
類を検討しました。なお探傷器はクラウトクレーマー製
のUSD-15 です。

検討結果

各試験片のAスコープ波形を図に示します。標準試験
片において 3φの横孔から明確なエコ−が確認できたこ
とからこのエコーを 80％にあわせ基準感度とし，実溶接
部を模した各試験片の探傷を実施しました。いずれの試
験片もトラフリブ裏面からのエコーならびに未溶着部前
端からのエコーについて未溶着寸法に対応するビーム路
程の位置にエコーが明瞭に観察されています（赤〇印）。
これらの結果から，Aスコープ波形に観察された両反

射エコーのビーム路程差をもちい溶け込み量を推定する
ことは十分に可能と考えられます。

まとめ

トラフリブとデッキプレートの縦方向溶接部に対する
溶け込み量評価のための新たな手法として SV波の高屈
折角探触子をもちいた端部エコー法を検討しました。検
討の結果，本法は求める溶け込み量の評価を可能とする
1つの手法になりうることが考えられます。今後は，以
下に示す課題の解決を含め検討を深めてまいりたいと思
います。
・未溶着前端形状によるエコー高さへの影響
・表面波と未溶着前端エコーとの識別
・未溶着前端とトラフリブ裏面の分解能の向上
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標準試験片およびトラフリブ断面形状の模擬試験片

a）標準試験片 b）断面形状の模擬試験片
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